
令和８年度 相模原市立旭小学校 学校経営方針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校教育目標 心豊かで しなやかに 未来を拓く 子供の育成 

めざす児童の姿 

○仲間とともに学び合う子 

○人も自分も大切にする子 

○心も身体も丈夫にきたえる子 

 

めざす学校の姿 

誰もが安心して学び生活し、 
成長できる学校 

学校は、一人ひとりの子供が個性を生かしな
がら、学ぶ喜びを実感し、豊かな人間性を培っ
ていける生活の場であると捉える。一人ひとり
を尊重し、安心して生活できる潤いのある環境
づくり、ともに学び合う学習活動づくりをすす
め、その風土によって地域に愛され信頼される
学校をめざす。 
 

子供の実態 

・素直で優しく明るい 

・意欲的に取り組める 

・規範意識が高い 失敗したくない 

地域の実態 

・歴史,文化,商業,交通,公共機関に恵

まれた落ち着いた生活環境 

・学校教育への関心・期待が高い 

保護者の願い 

・確かな学力・体力をつけさせたい 

・安心安全を確保したい 

・教育活動に協力したい 

地域の願い 

・地域を愛する気持ちを育てたい 

・学校との連携を深め協力したい 

・長年の伝統を大切にしたい 

本年度の重点 

【学び】学ぶ喜びを実感できる授業づくり 
・学力の定着と活用を意識した学習の充実   ・生活科、総合を軸とした探究的な学習の充実 

・読書活動の充実                         ・ＩＣＴ機器の効果的活用 

【心】一人ひとりが大切にされ安心して成長できる環境づくり 
・細やかな児童理解と組織的な支援体制の構築 ・温かな人間関係づくりといじめ防止  

・潤いのある環境づくりの工夫          ･多様な人間関係の中で良さを発揮できる場づくり 

【健康】あきらめずに挑戦できる活動づくり 
・進んで体力作りに取り組める活動     ・健康安全な生活習慣づくり 

・働く喜びを実感する取組の充実      ・命を守る安全教育の推進 

保
護
者
・
地
域
の
方
々
と 

共
に
創
る
教
育
活
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地域とともにある学校づくり  
～幼保小中一貫(縦の接続）、保護者･地域等との協働(横の連携)によるキャリア教育の推進～ 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会設置） 
        家庭 PTA 学校運営協議会委員  地域・学校・行政関係機関   

【全教育活動を通じた人権感覚の醸成・キャリア教育の推進・支援教育の充実】 

 



◆令和８年度学校経営の基本方針の具現化に向けて 
 

 

 

 

 

 

 

○ 社会に開かれた教育課程の推進  

学校を開き、保護者・地域の方々、関係機関と育てたい児童像を共有し、連携、協働することで、安全

安心な学校づくり、及び教育活動の広がり深まりを追究する。そのために、コミュニティースクール（学

校運営協議会制度）を導入し、地域と協働した教育活動をより一層推進する。 

 

1. 教科担任制（４年生以上）、支援級担任・教科担当との連携等による学力向上と児童理解 

  ・教科担任制によって多角的な視点から児童を見取り、児童の良さを共有し指導する事で授業の質の向

上に努める。（総合、学活、道徳は担任が指導）３年生以下にも、状況に応じて授業交換を行う。 

 ・支援級担任・教科担当らとの情報共有等により学力向上及び児童理解を図る。 

 

2. 人権教育 

 ・教育全体で人権感覚の涵養に努め、学校に関わるすべての人が尊重される環境づくり、仲間づくり

活動づくりを行うとともに、いじめが起きにくい学校づくりに取り組む。 

・異学年交流・かがやき活動の活性化等による自己肯定感・自己有用感の育成をめざす。 

 

3. 多様な児童の実態を受け入れ支援する体制の構築 

 ・課題の早期発見に努め、チーム体制で積極的で継続的な支援を充実させる。 

 ・登校に不安がある児童対応について、柔軟な視点・多様な選択肢をもち、安心して学びづけられる環境

作りに努める（例：スタンバイルーム整備） 

 ・保護者とのより良い連携、職員間での確実な共有に努める。 

 

4. コミュニティ・スクール導入を生かしたキャリア教育の推進 

 ・学校教教育目標【心豊かで しなやかに 未来を拓く子供の育成】に向かう取り組みとして、主体的な

学びの実現をめざし、教科等の学習が社会生活につながることが実感できる授業づくりをする。 

・キャリアパスポート活用により、自己の変容や成長に気付き、自己実現に向け主体的に学ぶ力を育む。 

・縦の接続として、中学校区内が連携し 9年間で育成を目指す児童生徒像を共有し、よりよいキャリア発

達を促す。また、連携幼稚園保育園と連携し、スタートカリキュラムの充実を図る。 

・横の連携として、コミュニティスクールの制度を活用し、自己の学びと社会とのつながりを実感できる 

教育活動を推進する。外部教育資源やボランティア（PTA、外部関係機関）と積極的に連携し、学習活 

動の広がりや深まりを追究する。本物に触れる体験を重視することにより、気付きの質を高める。 

 

○ 働き方改革の推進 

・ねらいの明確化による業務の効率化を図り、教育活動の質の向上に注力できる時間を確保する。 

 

 

【学び】学ぶ喜びを実感できる授業づくり 

【心】 一人一人が大切にされ安心して成長できる環境づくり 

【健康】あきらめずに挑戦できる活動づくり 

 


